
士幌町で行われているお祭りにも、私た
ちの商品を活用した交流を実施しました。

スイーツコンテストではお祭りの盛り上が
りにも貢献できたと思います。

管内中学校の宿泊研修プログラムを行
いました。アイスクリームづくり体験を通して、
士幌町の魅力をPRできたほかに、食育活動

としても貢献することができました。また、給
食事業では町内の小中学校に600食を提供

しています。
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「わが村は美しくー北海道」運動第11回コンクール応募団体

北海道本別高等学校豆乳クレンジングジェル班
【本別町】

豆の魅力を再発見

豆のまち本別をPRするため、本別町産の大豆を
使い「食」以外の魅力的な商品を開発することで、
本別町の「豆の強み」を活かせるのではないかと
の発想から、豆の食以外の魅力の再発見を理念に、
新たな用途の開発を目的に活動を始めました。

豆以外の商品の候補として、石鹸・シャンプー
バー・化粧崩れ防止ミストなど様々な物を検討し
ました。

検討の結果、最も豆成分の含有量を多くできる
「豆乳クレンジングジェル」を開発することにな
りました。

開発にあたり、エシカル商品を製造している道
内外の企業に相談しました。原材料となる豆乳は、
本別町の農家の方から提供を受けた大豆から、本
別町の「豆ではりきる母さんの会」のお力を借り
て豆乳を製造しました。

その豆乳をクレンジング
ジェルの商品開発に賛同い
ただいた富良野市の企業へ
提供し、豆乳１００％天然
由来の商品「豆乳クレンジ
ングジェル」の試作品が完
成しました。

【はじまりは？】

【おもな活動】

私たちは、「豆乳クレンジングジェル」の開発
を通じ、農家の方に対する大豆の提供依頼のほか、
豆乳の製造や商品開発の関係者に対しても自らが
協力依頼を行うことで、コミュニケーション能力
の向上にも役立っています。

完成した「豆乳クレンジングジェル」は、本別
町議会にも議会提案という形で、取組や活動の趣
旨を説明するとともに、試作品を使用してもらった議
員の方々から高い評
価をいただきました。

今後は、商品化を
目指した活動を展開
できればと考えてい
ます。

【ここが自慢】
【私たちの活動が高く評価されました】

本別産の大豆から開発した「豆乳クレンジングジェル」

企業と商品開発の打合せ

本別町議会へ提案活動

本別町


